９

車両使用貸借契約書（参考例）
　●●●●●　運営事業に係る車両の使用貸借について、　●●　市（以下「甲」という。）と　株式会社　●●●●●●●●　（以下「乙」という。）とは、次の条項により契約を締結する。

（賃借物件）

第１条　甲は、次に記載する車両（以下「車両」という。）を乙に無償で貸付し、乙はこれを借り受けるものとする。
　　車両番号　群馬○○　あ○○-○○
　　内容　●●●●●管理運営業務
（使用賃借期間）

第２条　使用期間は、令和○年４月１日から　●●市　●●●●●指定管理者に伴う指定事業運営委託契約書に定める期間とする。ただし、賃借期間が満了する日までに賃借取消の決定を行なわないときは、この使用期間も更新されるものとみなす。

（用途指定）

第３条　乙は、この車両を　●●●●●　事業の管理運営以外の目的で使用してはならない。

（転貸等の禁止）

第４条　乙は、甲の承認を受けないで車両を目的外に使用し、又は第三者に転貸してはな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らない。

２　　乙は、第三者に車両の使用権を譲渡し、又は担保の用に供してはならない。

（車両の維持管理）

第５条　乙は、善良なる管理者の注意をもって車両を維持管理しなければならない。
（費用の負担）
第６条　乙は、車両の維持管理等に係る一切の経費を負担するものとする。
（事故の取扱）
第７条　乙は、運転車の使用に伴い事故が発生し、相手方に損害を与え、又は委託車両が
　　　滅失し、又は損傷したときは、速やかに甲に報告しその指示を受けなければならな
　　　い。

２　　乙が、委託業務処理中に起こした事故については、乙の故意又は重大な過失による場合を除き、甲がその責任を有するものとする。

（付保険義務）

第８条　車検及び任意保険の加入については、甲の権限において行う。

（原形変更の承認）
第9条 　乙は、あらかじめ文章により甲の承認を得た場合を除き、使用貸借物件の原形を変更することはできない。

（契約の解除）

第１０条　甲は、乙がこの契約に規定する事項に違反したときは、直ちにこの契約を解除することができる。

　　２　　甲において使用貸借物件を自ら使用する必要が生じた場合は、一ヶ月の予告期間をおいて、この契約を解除することができる。

　　３　　乙は、前第１項及び第２項に定める解除によって損害を受けた場合においても、甲に対してその補償を請求することが出来ないものとする。

（疑義等の解決）

第１１条　この契約について疑義が生じたとき、又はこの契約に定めのない事項については、甲乙協議のうえ解決するものとする。

　　　　　この契約を証するため本契約書を２通作成し、甲乙記名押印のうえ各自１通を所持するものとする。

令和○年４月１日

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　●●市●●町１－２－３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●市長　　　赤城　太郎   　印　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　○○市○○町４－５－６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　坂東　一郎　 印　
覚　書（参考例）

　　●●●●●　運営事業に係る車両の使用貸借について、　●●　市（以下「甲」という。）と　株式会社　●●●●●●●●　（以下「乙」という。）とは、次の条項により覚書を締結する。

（事故の取扱）
第１条　乙は、運転車の使用に伴い事故が発生し、相手方に損害を与え、又は委託車両が
　　　滅失し、又は損傷したときは、速やかに甲に報告しその指示を受けなければならな
　　　い。

２　　乙が、委託業務処理中に起こした事故については、乙の故意又は重大な過失による場合を除き、甲がその責任を有するものとする。

（付保険義務）

第２条　車検及び任意保険の加入については、甲の権限において行う。

（損害の負担）

第３条　この業務の処理に関し発生した事故が原因による車両及び第三者に与えた損害についての経費の負担は甲が負担する。また、それ以外の損害については甲、乙協議のうえ処理するものとする。

令和　　年　　　月　　　日

甲　　●●市●●町１－２－３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●市長　　　赤城　太郎   　印　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　○○市○○町４－５－６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　坂東　一郎　 印　
業務委託先に車両を貸し出す際は、車両貸借契約書を取り交してください。赤字部分、事故取扱（事故責任）については必ず謳ってください。





業務委託契約書や、車両貸借契約書で、事故の際の甲（委託団体）の責任を謳っていない場合は、別途、覚書で良いので取り交しをお願いします。








